
年の瀬の、寒さの身にしみる季節となりました。

あわただしい毎日ですが、来年に向けて走りぬきましょう！

第5回介護に役立つ医療講座「呼吸不全」

「呼吸不全について」
講師：神戸医療センター 呼吸器内科部長 土屋 貴昭 先生

「その息切れ本当に年齢だけですか？
呼吸リハビリテーションを上手に活用しましょう」

講師：神戸大学大学院保健学研究科 理学療法士
沖 侑大郎 先生

日時：令和元年11月14日（木） 18:00～20:00
場所：須磨パティオホール

参加者：３７名

◎今回の講座を通して…

土屋先生には、50分という短い時間にもかかわらず、呼吸に関する解剖
生理・病態・療法まで、多くの内容をご講演いただきました。
沖先生には、呼吸リハビリテーションの現状・重要性について、実例を

提示していただきながら、保険制度も交えてご説明いただきました。
医療関係者にとっては、知識を整理する良い機会になった等、ご意見を

いただきました。介護関係者の方達からは、「専門用語が難しい。」「少
しハードルが高い。」など聞かれましたが、「資料を読み直したい。」
「自身の学習を深めたい。」など、意欲のあるご意見もいただきました。
職種によって得意とするところ、苦手とするところが異なります。多職種
で連携する事で、苦手な部分を補い、得意な部分を高めて、患者・利用者
にむけて、より質の高いサービス提供に繋がればと思います。
アンケートでは、貴重なご意見をいただき

ありがとうございました。
これからもご協力お願いいたします。

令和元年12月発行



市民啓発活動報告

粋・生きセミナー
市民が在宅で適切な医療や看護が受けられる
よう、地域の医師、訪問看護師からの情報提
供をし、理解を深めて頂ける事を目的としま
した。あんしんすこやかセンター、地域住民
の方々にご協力いただきました。

開催日時 会場 参加人数 講師 講師 あんすこセンター圏域

青山クリニック　 セントケア訪問看護ステーション須磨

青山　裕一　先生 原田　美奈子　看護師

寺下診療所 訪問看護ステーション　かおり

寺下　一弥　先生 村田　美代子　看護師

長谷川医院 訪問看護ステーション　わたぼうし

長谷川　修　先生 船越　政江　看護師
11月9日 大黒地域福祉センター 49名 たかとり

10月6日 須磨パークヒルズ 71名 名谷南

10月17日 慶雲寺会館 21名 白川

家で治療がうけられる？
‐在宅医療について‐

＊離宮あんしんすこやかセンター圏域でのセミナーも計画中です。

「同行訪問研修」伝達研修

日時：令和２年１月１７日（金）
１７時３０分～１９時

会場：須磨区医師会２階メインホール
（須磨区磯馴町６丁目１番４号須磨区医師内）
参加費：無料
参加対象者：須磨区医療介護専門職
⋆車でお越しの方は近隣の有料パーキングを
ご利用ください。
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田邉 成美 氏
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研修のお知らせ

サポートセンターから

発刊：須磨区医療介護サポートセンター
住所：〒654⁻0047

神戸市須磨区磯馴町6丁目4号須磨区医師会内
電話：078⁻735⁻0041
FAX：078⁻735⁻0194
E-mail:suma- zaitaku-c1@triton.ocn.ne.jp

「SUMAいるタイムズ」は、令和２年から「すまいるタイムズ」に改めます。
発行も、年４回を予定しております。そこで、是非とも、
「須磨区の魅力」「心和むエピソード」「ここが知りたい！」等など、
情報をお寄せいただけないかと思っております。電話でもメールでも
FAXでも！よろしくお願いいたします。

在宅で医療が受けられると聞いて「安心した」という声はありましたが、最期を過ごす場所は「決
められない」という回答が多数でした。自宅で最期を過ごす事は、家族への配慮や未経験の状態に
ついての不安があります。住民の生活に伴奏できる形で、人生の過ごし方や最期の様子等について
考えられる機会を設ける必要があると思います。同時に、未来にむけて希望に沿った療養生活・治
療が選択できるよう資源の確保、整備にも取り組まなければなりません。

Consideration


